
重点テーマ２ 世界の旅行者を楽しませる旅行体験の創出

資料：「観光白書」より東京都作成（元資料：OECD「Tourism Trends and Policies 2018」）
※ＵＮＷＴＯが定める国際基準に基づき算出された値から作成
※娯楽サービスは「旅行会社及びその他予約サービス」、「文化サービス」、
「スポーツ及びレクリエーションサービス」の合計

【訪都外国人旅行者が訪問した場所】（2017年）
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出典：「国別外国人旅行者
行動特性調査」（東京都）

【東京2020大会に向けた基本的な考え方】

１．ナイトライフ観光の推進
２．都内各地域の多彩な魅力の開発と発信
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日本食以外の料理を楽しむ
自然を感じる

最新の日本文化に触れる
ナイトライフを楽しむ

美術館・博物館の探索
夜景・ライトアップを楽しむ

水辺などの探索
テーマパーク等で遊ぶ

室内型施設で遊ぶ
伝統文化の見学
伝統文化の体験

ウォーターフロント等の探索
スパ・エステ

スポーツをする・観戦する
その他
無回答

出典：「国別外国人旅行者
行動特性調査」（東京都）

【外国人旅行者が訪都中に行った活動】（2017年）
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その他
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娯楽サービス
11.1％

【諸外国の外国人観光客費目別消費支出割合】
（2015年）

東京2020大会開催時に来訪する多様な旅行者のニーズに対応するため、地域の特色や夜間の

時間帯を生かした観光資源の開発・発信を進めることによって、多摩・島しょ地域を含めた

都内各地域の多彩な魅力を生み出し、東京ならではの観光の楽しさを旅行者に提供する。

○東京を訪れる外国人旅行者が行った活動は、食やショッピングなどが中心となっており、

「自然」「文化体験」「ナイトライフ」などを楽しむ旅行者はそれほど多くない。

○外国人旅行者の消費支出の費目別の内訳をみると、米国、フランスなどの諸外国と比較し

て、日本では「娯楽サービス」に関する支出割合が低くなっており、東京2020大会に向け

て「コト消費」への更なる対応を図るとともに、朝から夜まで旅行者が一日中楽しめるよ

う多様な観光資源を開発することが必要となっている。

○東京を訪れた外国人旅行者が訪問した場所は、新

宿・大久保、銀座、渋谷、浅草、秋葉原などの区部

の一部で上位が占められており、その他の区部や多

摩・島しょ地域への訪問率は低くなっている。

○東京2020大会に向けて、外国人旅行者の多様なニー

ズに応え、質の高い旅行体験を増やしていくこと

は、国内旅行者の誘致にも資することから、多摩・

島しょ地域の豊かな自然など、都内各地域の特色を

生かし、東京独自の多彩な魅力を生み出していくこ

とが必要となっている。
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【東京2020大会に向けた基本的な考え方】

夜の時間帯の観光振興は、観光消費の拡大の観点から高い効果が期待されることか

ら、「コト消費」など外国人旅行者の多様なニーズに対応したナイトライフのコンテ

ンツの充実を図るとともに情報発信を強化し、東京2020大会時に東京の観光を一日中

楽しめる環境を旅行者に提供していく。

１．ナイトライフ観光の推進

地域が行うライトアップ等による演出の取組への支援 都立施設の夜間延長

●ライトアップ
・建造物・モニュメント等をライトアップ
する取組に対し支援
・桜、紅葉を活用したライトアップの取
組に対し支援

●プロジェクションマッピング
・プロジェクションマッピングを活用して
旅行者誘致に取り組む場合に支援

桜のライトアップ（目黒川）

プロジェクションマッピング実施イメージ

●都立の博物館・美術館で夏休み期間中に「サ
マーナイトミュージアム」を実施

●都立の動物園・水族園でお盆期間中に「真夏
の夜の動物園」等を実施

真夏の夜の動物園ポスター
（恩賜上野動物園）東京都江戸東京博物館

国内外への情報発信 調 査

＜主な調査内容＞

●都内のナイトライフ観光の現状

●日本人・外国人のナイトライフ
観光に関するニーズ

●海外の取組事例 等

○都はこれまで、ナイトライフ観光関連の取組として、地域が行うライトアップやプロ

ジェクションマッピングを用いた取組への支援、都立施設の夜間延長、ウェブサイトや

冊子による情報発信などを行ってきた。

○都が行った調査によると、外国人のナイトライフに関する満足度は非常に高い。また、

外国人が東京のナイトライフで体験した内容は、「夜景・ライトアップ」が最も多く、

「まち歩き／商店街の散策」や「日本料理店」等の飲食などの人気も高い。

○一方、同調査では、外国人の東京のナイトライフに関する要望は、「ナイトツアーなど

による夜の過ごし方の提案」や「英語や母国語への対応」、「施設の営業時間の延

長」、「情報発信の強化」、「夜のエンターテイメントを楽しめる体験等の拡充」など

が多くなっている。

○このため、夜間の旅行者誘致に効果のある地域のライトアップの取組の強化や、旅行者

が夜の時間に楽しめるまち歩きやエンターテイメント等のコンテンツの充実に加え、コ

ンテンツの外国語による情報発信の一層の強化が必要となっている。

○施策の推進にあたっては、騒音や安全安心などに対する懸念も想定されるため、事業

者と地域住民が一体となり、理解を得ながら取組を進めていくことが重要である。

●ライトアップの事例等を
「ＧＯＴＯＫＹＯ」に掲載

●ライトアップや
夜景スポットなど
を紹介する
冊子を作成

●観光モデルルートの作成、
ブロガー等による発信

ナイトライフ観光に関連する都の取組

【現状と課題】
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東京2020大会に向けた主な取組

●肥後細川庭園

（2017年度 秋のライトアップ）

●夜に楽しめるコンテンツの充実

ナイトマーケットやナイトツアーなど、東

京の夜の時間帯を楽しめるイベントを年間

を通じて行う取組や、ナイトライフの情報

発信など、地域のナイトライフの観光振興

に向けた取組に対して新たに支援を行い、

旅行者の多様な楽しみ方を創出していく。

東京都観光ボランティアによるナイトライ

フ観光をテーマとしたガイドサービスを新

たに試行し、夜間の外国人旅行者の観光案

内ニーズにも対応していく。

●隅田川橋梁（東武鉄道）

（2017年度 建造物のライトアップ）

出典：「東京のナイトライフ観光に関するインターネット調査」（東京都）

【東京におけるナイトライフの体験内容】
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ロンドン

ニューヨーク

上海

ソウル

シンガポール

とても満足した 満足した やや満足した どちらでもない やや不満以下

ロンドン ニューヨーク 上海 ソウル
シンガ
ポール

夜景/
ライトアップ

42.2% 42.0% 51.6% 58.3% 51.0%

まち歩き/
商店街の散策

26.9% 34.5% 30.0% 31.8% 45.7%

居酒屋 17.9% 18.2% 41.6% 43.6% 18.3%

日本料理店 31.8% 46.3% 48.2% 37.3% 39.2%

バー・パブ 38.0% 30.9% 24.1% 10.2% 15.0%

これまでの支援例

●ライトアップ等による演出への支援の強化

桜・紅葉などの自然や建造物、イベント等を活用した地域のライトアップの取組をサポー

トするとともに、新たに東京2020大会期間中のライトアップの取組を支援するなど、取組

の強化を図っていく。また、プロジェクションマッピングなどによる演出を活用した地域

の取組に対し支援を行うことで、旅行者誘致を促進していく。

ナイトライフイベント（イメージ）

【東京におけるナイトライフの満足度】

ロンドン、ニューヨーク、上海、ソウル、シンガポールから
東京を訪れたことのある旅行者を対象としたウェブ調査
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●ナイトライフの情報発信の強化

 ナイトライフを楽しめる観光スポットやイベ

ント等の情報を東京の観光公式サイト「GO 

TOKYO」を活用して発信するとともに、東京

の夜景やライトアップのスポット等を紹介す

るＰＲ冊子を作成する。

 旅行者がエンターテインメントに関する情報

を入手しやすくなるよう、公演情報等を集約

したポータルサイトを制作する民間事業者の

取組に対して新たに支援を行う。

 国内外の発信力のあるブロガーやメディア等

を活用して、ナイトライフの観光モデルルー

トの情報等をＳＮＳやブログなどにより情報

発信を行い、効果的にナイトライフの情報を

提供していく。

44.5

34.5

32.1

29.8

29.7

27.1

22.5

22.1

22.0

20.4

8.0

0 10 20 30 40 50

夜の過ごし方の提案（※１）

内容の英語、母国語への対応

施設の営業時間の延長

ホームページ、ＳＮＳ等での

施設・体験等の情報発信

値段の安さ

夜のエンターテイメント

施設・体験の拡充

予約のしやすさ

夜間交通の不足への対応

観光案内所の夜間営業

決済方法の多様化（※２）

安心して利用できる店舗を

公的機関が認定した表示制度

【東京におけるナイトライフの課題】

※１ナイトツアー、ナイトライフカレンダー等の東京全体としての楽しみ方の情報
※２ 現金のみでなく、クレジットカード、ＱＲコードによるキャッシュレス

注：ロンドン、ニューヨーク、上海、ソウル、シンガポールの計
出典：「東京のナイトライフ観光に関するインターネット調査」（東京都）

(％)

日の出山からの日の出

週初めの月曜日に備えて、日曜日の午後から月曜日の早朝にかけて

知力・体力・精神力を高める「新たな日曜日午後からの過ごし方」を

提案するツアーを企画

【日の出赤いエクストリーム出社モニターツアー】

日曜日の午後から日の出町に滞在し、紙漉き体験や忍者体験を行った

あと、月曜日の早朝に日の出山山頂から日の出を拝む

○ロンドンでは、ナイトタイムエコノミーの振興に向け、「ナイト

チューブ」と呼ばれる地下鉄の24時間運行や、ＰＲ活動に従事して

広告塔の役割を果たすほか、産業界・行政部局などとの「調整役」

として規制の見直しなどを働きかける「ナイトメイヤー（夜の市

長）」制度の導入など、積極的に施策を展開している。 出典：GLAホームページ

ナイトチューブ

海外の事例＜ロンドン＞

○都は、観光協会等の提案に応じ、早朝の時間帯を活用したイベント等の事業化も支援している。

早朝時間の活用

●「日の出赤いプロジェクト」（2014年度支援）
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地域の観光資源の開発への支援

都内全域を対象

【東京2020大会に向けた基本的な考え方】

東京2020大会開催時に都内各地域でにぎわいを創出し、誘客できるよう、多様な主

体と連携した地域の観光資源の発掘や磨き上げを促進するとともに、多摩・島しょ地

域の豊かな自然や文化等を活用した観光資源の開発や国内外への発信を進めることに

よって、旅行者の多様なニーズに応え、都内での周遊を促していく。

２．都内各地域の多彩な魅力の開発と発信

多摩・島しょ地域を対象

●地域資源を活用したイベント等の事業化支援

・観光協会、ＮＰＯ法人等の地域のアイディア（着地型

旅行商品、イベント、特産品開発）を民間のノウハウを

活用して実現し、事業化に向けた支援を行うことで、観

光資源を創出

●情報発信

・ウェブサイト「TAMASHIMA.tokyo」、広告展開など

●観光資源の開発支援

・外国人旅行者向け観光ツアー、体験型・交流型事業の開発

・婚活等を目的とした観光ツアーの造成（島しょ地域のみ対象）

「TAMASHIMA.tokyo」縁結びをテーマとしたガイドブック体験型事業のイメージ

○都はこれまで、地域の観光資源の開発への支援として、都内全域を対象とした実証実験

や水辺のにぎわいやアニメ等コンテンツの活用などテーマ別の観光資源の開発、多摩・

島しょ地域を対象とした観光ツアーの開発や情報発信を行ってきた。

○東京2020大会の開催時に地域のにぎわいを生み出し、効果的に誘客するため、従来にな

い大規模なイベントの創出や情報発信の強化等が必要となっている。

○事業の定着化を図り都内各地の魅力を継続的に高めていくため、地域が一体となって観

光振興に取り組む仕組みづくりが必要である。

○地域の住民や子供達が東京の魅力を再認識し、街への誇りや愛着を持つことで、外国人

旅行者の受入機運の醸成を図っていくことが必要となっている。

○国内外に向けて多摩・島しょ地域の認知度を高め、旅行者を誘客するため、旅行者の興

味や関心にあわせた商品の造成や情報の発信、利便性向上に向けた取組が必要である。

●テーマ別の観光資源の開発支援

・水辺のにぎわい、アニメ等コンテンツの活用、インフラ

ツーリズム、街歩き等

天王洲の水辺イベント アニメ等コンテンツの活用（葛飾区）

バスラッピングによるPR

【現状と課題】
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●東京2020大会を生かした大規模イベント等への支援

東京2020大会開催の機会を捉えて、都内各地での旅行者の周遊につなげていくため、地域

の観光協会や企業・団体など多様な主体が連携し、大会期間中やその前後を含めた2020年

度に地域の伝統的な祭り、食、伝統文化体験など東京を訪れる旅行者が楽しめる大規模な

イベント等を行う取組に対して新たに支援を行い、東京の魅力を国内外に発信していく。

ラグビーワールドカップ2019TMや東京2020大会の競技会場や都内各地の観光スポット等を

盛り込んだ観光ガイドブックを新たに作成し、東京を訪れる旅行者が都内を回遊できるよ

う観光情報を提供する。

●多様な主体の連携による地域の観光資源開発

東京2020大会に向けて都内各地に集客するため、各地域が行う観光資源の発掘や既存の観

光資源の磨き上げなどによる特産品の開発やイベント等の誘客の取組を支援する。また、

事業の更なる定着化を図るため、実施に当たっては、観光協会のほか民間企業など多様な

主体が共同した取組を支援するとともに、事業の評価などの成果検証を行いながら複数年

度にわたってサポートする。

東京2020大会に向けた主な取組

多摩地域での観光振興を効果的に進めるため、観光関連や商工関連の団体などが協議会

を設けて、地域の観光資源を効果的に活用し、観光ルートの開発や情報発信、古民家を

活用した宿泊体験など、多摩地域の広域的な旅行者誘致の取組に対し支援する。

○ものづくりをテーマにした旅行商品づくり

（墨田区観光協会） （2016年度支援）

○大使館スタンプラリー、ワールドカーニバル

（港区観光協会） （2014年度支援）

○島スープの開発

（神津島 （2014年度支援）

これまでの支援例

着地型旅行商品 イベント 特産品開発

墨田区に数多くある中小企業の工

場を地域資源として修学旅行商品

づくりを行うことを目指し、区内の中

学生を対象にしたワークショップ等

を行うことで、

修学旅行商品

の企画づくり

等を支援

港区に集積する大使館

を地域資源として、大使

館を巡るスタンプラリー、

各国の音楽や料理等を

紹介するワールドカーニ

バルのイベントの実施に

ついて支援

地域資源であるキンメダイとあした

ばを使った「島スープ」を特産品とし

て開発支援（商品内容、パッケージ

デザイン等）

応募

観光協会・民間企

業等の共同提案

＜多様な主体＞

選定

専門家等に

よる審査

委託

応募団体の

構成員のうち

１者と契約

事業実施

・特産品開発

・イベント

・着地型旅行商品の造成

多様な主体が連携した地域の観光資源の発掘や既存の観光資源の磨き上げへの支援

複数年度に
わたり

継続支援

成果検証

事業の評価
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●多摩・島しょ地域における観光資源の開発・発信

多摩・島しょ地域の豊かな自然や文化等、地域の観光資源を生かした体験コンテンツを民

間事業者のノウハウを活用して造成・販売し、国内外旅行者の誘致を促進する。

●東京の魅力の再発見に向けた取組

都内各地の歴史や文化等を観光資源として活用して街歩きツアーの

開発を行う地域の取組を支援するとともに、こうして開発したツ

アー等を一括して情報発信し、地域の住民の参加を促進すること

で、街への誇りや愛着を醸成していく。また、幅広い年齢層に街歩

きを周知するためのＰＲイベントを実施するなど取組を強化する。

また、観光協会等が地域の観光資源を活用しながら、子供達が地域

の魅力を発見できるイベント等を行う取組に対し支援する。
街歩きツアーパンフレット

事業スキーム

●アニメ等コンテンツを活用した誘客促進

外国人の関心が高いアニメやマンガなどのコンテンツを活用して観光振興を行う区市町村

や地域の取組をソフトとハードの両面から支援する。また、国際アニメーション映画祭で

ある「東京アニメアワードフェスティバル」への支援や、アニメ制作に関する貴重な資料

の展示、アニメに関連するスポットを巡るイベントの開催を行う。

多摩・島しょ地域において新たな楽しみを提案する体験型・交流型の観光事業開発を行う

民間事業者や団体を支援し、観光地としての魅力を高めていく。

新たに観光資源の一つとしてアニメ・キャラクター等のデザイ

ンマンホールの活用を推進するため、区部での設置を推進する

とともに市町村への支援を行う。

こうした都内全体のアニメ関連観光情報を集約して発信するこ

とで、世界に誇る日本のアニメ文化の発信と国内外の観光客の

誘致促進を図る。
デザインマンホール蓋（イメージ）

動態調査
受入体制
の構築

体験
コンテンツ
の造成

販売促進

民間事業者のノウハウを活用し、一体的に実施

実施結果を
地域へ

フィードバック

登山体験 ラフティング体験

＜体験コンテンツのイメージ＞
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●島しょ地域への誘客促進に向けた取組

島しょ地域においてプレミアム付き宿泊旅行商品券（しまぽ通貨）によるキャッシュレス

決済を継続することに加え、新たなキャッシュレス化の仕組みの構築に向けた実証実験を

実施し、この仕組みを利用した誘客促進策についても検証することにより、旅行者の更な

る誘致及び利便性向上を図る。

島しょ地域の観光資源のブランド確立に向けた自治体や観光協会等によるＰＲなどの具体

的な取組を支援し、地域の魅力を高め、旅行者の誘客につなげていく。

婚活等を目的として船舶等で島しょ地域を観光するツアーの販売を支援することに加え、

専門家による観光資源の発掘や磨き上げ等を通じ、地域の自主的な取組につなげるための

支援を行う。

独自の
電子決済システム

誘客策

プレミアム額の
付与

クレジットカードや
ＱＲコード等による
決済

誘客策

（例）
ポイント付与

移行に向けた実証実験の実施

多摩・島しょ地域の観光情報サイト「TAMASHIMA.tokyo」

に、地域の観光スポットに関する記事や自然の魅力を幅

広く発信するコンテンツの充実を図り、ＶＲ映像などの

動画やＳＮＳを活用しながら地域の魅力を国内外に向け

て発信していく。特に、外国人向けコンテンツについて

は、アジア圏に加え、欧米豪からの旅行者もターゲット

とし、旅行者の興味や関心にあわせて内容を編集するな

ど充実を図り、多摩・島しょ地域について外国人の認知

度向上を図る。
ＶＲ映像

ＶＲ体験ゴーグル
（イメージ）

観光スポットの記事
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